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1995年 10月紅白から、 4泊 5日の日程でタイに出かけた。目的は皆既日食を見るためである O 日

とタイとは時差が 2B寺問、成田を 19時に出発した飛行機で 8時間後の現地時間 23時にパンコック

に到着した。この時期のタイは雨期から乾期に変わる時で、幸運にも 22日に雨期が明け、日食には好

都合の天気となった。そのためかパンコックでは最高気濃が 30
0

Cをこし、また夏を体験することに

なった。

パンコック市内のホテノレに行く途中で、最初に驚いたことは、低いところに見られる浸水と積まれ

た土のうであった。これは今回の雨期の前量が 10年ぶ、りに多く、各地で洪水を起こしているためであ

るO 翌日ホテル横の水量の多いチャオプラヤ}I[を船でのぼり、市内観光に出かけた。最初のワット@

アルン(暁の寺)で裟羅双樹の木と花を見ることができた。また観光用の体長 1m 以上もあるニシ

のワット@プラケ

さ66cmのエメラノレド@ブッタが
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し、風鈴などのお土産を買った。夕食には、小型トラックを改造した車で町の

心へ出かけ、帰りにも“トウクトウク"と呼ばれる小型オート三輪のタクシーに乗った。

24日5時 30分起床。天気よし、 7時出発。皆既日食帯へ行く車が非常に多い。小学校のような広場

にも人が集まっている o 8時半頃に昨日決めた観測点に到着、写真撮影の準備に取りかかった。準備

をしていると近所の人達が集まってくる o 9時半頃から日食が始まり、積雲も所々に見られるが、

にせず撮影準備、あっという間に l時間が過ぎ、食分 90%に、少しずつ暗くなり、涼しい風が吹く 0

10持 53分第二接触、そして皆既に、「金星が見え、カメラの文字が読め、真っ暗ではない。写真を撮

るのに必死、ブイノレターごしにのぞいているうちに終わった感じ、あっという関の 2分間であった。

い、撮りたい、いろいろ目移りがするとしっかり頭の中に焼き付かない、ヤッターと思うと共に

もう一度見たいという気持ち、ダイヤモンドリングもよくわからなかった@づと当日のメモに記さ

れている O 周辺には皆既日食を双眼鏡のみで見ることに専念する入、ピデ、オカメラで記録する入、標

レンズだけでコロナとまわりの患を撮影しようとする人、盟諜レンズや望涼鋪持表、的焦点アコロ

ナを撮ろうとする人など様々である O 今回はカメラ 2台、 200mmと300n1m 

用赤道儀(マークメ)を持参、普通のフィルムとリバーサノレフィルムをいれてコロナの撮影に的を絞っ

た。友人のMさんは l分ごと時刻を告げる時計を持っていた。天体写真の撮影には必需品と思った。

なお、食前と皆既中とでは気温が 40C変わった。皆既日食が終了すると共にかたずけを始め時半に

は帰途へO 大渋滞、車は進まない。空港近くのホテルにたどり着いたのは夜 10時を過ぎていた。

25日、起床 3時 30分、飛行機は朝 6時に飛びたち成田へと向かった。ハワイの雪辱ができ、みんな

した顔であった。

国上皆既日食観澱付近の位置図
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上皆既日食中のコ口ナ

フィルム アジ夕日ーム100

200mm望遠レンズX2倍テレパルス

絞り 3ヲ 1/15秒


